
 

 

１．件名 

原子燃料工業(株)熊取事業所における加工施設の設計及び工事の計画の

認可申請に関する面談（5-30） 

 

２．日付 

令和４年１０月２７日（木）１３時３０分～１５時３０分 

 

３．場所 

原子力規制庁 １０階会議室（ＴＶ会議により実施） 

 

４．出席者 

原子力規制庁 原子力規制部 

審査グループ 核燃料施設審査部門 

小澤安全管理調査官、中野上席安全審査官、野村主任安全審査官、 

内海安全審査官、鈴木安全審査専門職 

 

原子燃料工業株式会社 

 伊藤取締役執行役員 他１１名 

 

５．自動文字起こし結果 

別紙のとおり 

※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。

発言者による確認はしていません。 

※一部に不開示情報が含まれていたため、該当部分に黒塗り処理を行っ

ております。 

 

６．配布資料 

資料１：Ｈ－２２１０４－１ 熊取事業所第５次設工認（５回目補正） 

コメント対応整理表（R4/10/27） 

資料２：Ｈ－２２１１１ 第５次設工認 第６回目補正変更箇所 

 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:03 規制庁ウツミですとただいま、録音の方をはじめ返しました。 

0:00:08 では定刻になりましたので本日の面談の方始めさせていただきます。本

日の面談は、 

0:00:14 令和 3 年 2 月 15 日付で申請がありました、熊取事業所の第 5 次施行に

つきまして資料等をもとに、確認を進めるものでございます。 

0:00:25 それでは事業者の方から説明の方、よろしくお願いします。 

0:00:31 はい原子燃料工業フジワラでございます。それではですね資料二つにつ

きましてご説明させていただきます。 

0:00:40 まず資料はですね、Ｈ－2104－1、第 5 次設工認コメント対応整理表と

いうものとですね、Ｈ2111 の 

0:00:52 第 5 次設工認第 6 回目補正変更箇所というものがございます。 

0:00:58 まず最初の方のコメント対応整理表でございますが、これは 

0:01:03 今回ですね面談 7 月 8 月に面談していただきました時のですねコメント

を、 

0:01:11 回答したものでございましてその中でですね今回の補正箇所につきまし

て、どこで補正したかという記載をしておりますが、こちらにつきまし

てはですね、もう一つの資料の方にも盛り込んでおりますので、 

0:01:25 そちらの方をですねＨ2111 を用いてですね、変更箇所、 

0:01:31 全体のご説明をさせていただきたいと思います。 

0:01:35 こちらの資料ですね、1 から 31 までですね、それで変更内容、分けてお

りまして、こちらについて 

0:01:45 ご説明させていただきたいと思います。 

0:01:48 まず一つ目でございますが、こちらはですね、アンカーボルトの仕様の

記載の誤りを適正化したものでございまして、20 ヶ所ございます。こち

らにつきましてはですね最後にもう一度ですね、 

0:02:02 ちょっと詳細にご説明させていただきたいと思いますので、2 番以降に

ご説明させていただきます。 

0:02:10 2 番以降もですね面談の指摘事項についてはですねこの変更内容の中で

括弧書きでそれぞれ紐付けしてございます。 

0:02:22 まず 2 番目の方でございますが、これ複数の機器から成る設備につきま

してですね、こういう振動数の表記、 

0:02:30 をですね適正化したものでございます。 
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0:02:34 次三つ目でございますが、3 番目ですね、№3 こちらにつきましてです

ね、 

0:02:39 建物内の機器配置の配置図においてですね、機器の方ではなくてです

ね、建物がちょっと 

0:02:49 図をですね適正化したものでございます。 

0:02:54 次めくっていただきまして 2 ページ目でございます。ナンバー4。ここ

の変更箇所はですね仕様表中のですね、人数の記載をですね、適切 

0:03:07 だ。 

0:03:08 変更でございます。 

0:03:09 5 番目につきましてはですね、竜巻の設計仕様の説明文の中にですね短

期許容荷重という記載がございますが、こちらの、 

0:03:19 記載をですねちょっと明確にした地域でございます。 

0:03:25 六つ目、ナンバー6 でございますが、こちらはですね、第 1 廃棄物貯蔵

棟のですね、敷地内竹林の離隔距離の値をですね、 

0:03:36 見直した変更でございます。 

0:03:39 7、7 番目でございますが、こちらはですね溢水対策の遮水盤、防水カバ

ー、これのですね使い分け。 

0:03:50 を明確にした変更でございます。 

0:03:53 8 番目はですね、これ 

0:03:55 表記 2Ｈ－1－－－一井がですね間違っておりましたので適正化しており

ます。 

0:04:05 9 番目はですね、柱梁でですねこれ。 

0:04:09 ガダイに対してはですねちょっと課題と書くように明確にし、変更して

おりました内容でございます。 

0:04:17 10 番目はですね仕様表の中でですね、余分な行があったものを、修正し

たものでございます。 

0:04:27 11 番はですねこれは 

0:04:30 図面上のですね、配管の線ですねこれを少し太くして、判別しやすいよ

うに、明確し明確化した内容でございます。 

0:04:42 12 番目につきましてはですね、これは添付書類の 2 でですね、いわゆる

星取表と我々呼んでおりますが、臨界に関しまして、 

0:04:52 この委員会、核的制限値の変更を行った設備につきましてですね、この

一重丸から二重丸に、ちょっと整理をし直したものでございます。 

0:05:04 次めくっていただきまして 3 ページ目でございます。 
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0:05:07 こちら 13 番目 14 番目ですが、これは附属書類の中の誤記を審査にし、 

0:05:17 直接影響しないような動きの部分でございますが、2 ヶ所、それぞれ 1

ヶ所それぞれ変更しております。 

0:05:24 15 番目につきましてはですね、こちらは、 

0:05:28 認可を終えていない設備の、 

0:05:31 ホストリヒョウ、こちらも一重丸から二重丸に整理をし直したものでご

ざいます。 

0:05:39 16 番目につきましてはですね、こちらも同じように、非常用発電設備に

つきましてですね整理をストーリ表の整理を見直した変更でございま

す。 

0:05:51 次 17 番目と、次の 10、4 ページ目の 18 番目でございます。これ改造内

容の記載をですね適正化したものでございまして、文中のですね 

0:06:05 その改造内容に少し 

0:06:09 不要な記載があったりですね、あとですね更新撤去新設、こういった悟

空のですね、 

0:06:17 使い方を少し適正化したない変更でございます。 

0:06:21 次、19 番目でございますが、これは工事の方法の中に出てきます。記載

ですね、これは検査の実施する時期をですね、 

0:06:32 明確にするために、規制文言を追加したものでございます。 

0:06:37 20 番目はですね緊急遮断弁。 

0:06:40 の記載がですね。 

0:06:42 少し揺らぎがあったものを、適正化した変更でございます。 

0:06:49 次、 

0:06:53 5 ページ目ですね 

0:06:56 21 番目んなりますが、こちらはですね、 

0:06:59 気体廃棄設備の機器配置図でございますが、これ 

0:07:06 系統的にはですね変更はございませんがこの図面上でですね、若干一井

がですね、ずれがあったりですね、そういったものを、 

0:07:16 修正させていただいております。 

0:07:19 次に 12 番からですね 24 番、 

0:07:23 こちらはですね、 

0:07:27 文言、記載の中のですね、文言の修正であったり、 

0:07:32 図のですね 

0:07:35 を適正化したというようなものでございます。24、2 から 24 ですね。 
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0:07:42 次に 15 番目でございますが、これは 

0:07:47 通信連絡設備の中でですね、不要な記載を適正化した変更でございま

す。 

0:07:55 次 6 ページ目でございますが、26 番、これはですね私、補正を重ねたこ

とによってですね、工程表内の時期ですね、スケジュールが、 

0:08:09 若干実態が合わなくなってきましたので補正に合わせて適正化しており

ます。 

0:08:15 次に 17 番でございますが、こちらにつきましてはですね、 

0:08:20 今回、第 5 次設工認の補正でですね追加した工事ございますが、この工

事内容にですね、 

0:08:28 それぞれの部位の管理番号つきまして記載を明確化した内容でございま

すし、 

0:08:36 最後、28 番から 31 番でございますが、こちらにつきましてはですね、 

0:08:42 記載を適正化したない変更でございまして、例えば 28 番であれば別途

申請というものをわかりやすく第 5 次申請と見直し等にですね、 

0:08:54 あと、 

0:08:55 29 番であればですね、加熱防止機構の説明をですね明確にしたりですね

そういったたぐいのものでございます。 

0:09:05 一応 31 番まではですねそういった変更でございまして、冒頭お伝えし

ましたようにですね一番のアンカーボルトの方につきましては、今から

辺ご説明さし担当の者からへご説明させていただきます。 

0:09:23 現行のものでございます。それではナンバー1 のですね、アンカーボル

トの変更内容についてご説明をさしていただきます。 

0:09:30 こちらの方ですねまず 8 月 23 日の面談の際にですね、非常用発電機

能、制御盤のところについて、アンカーボルトについての記載間違いが

あるということで報告させていただいております。 

0:09:43 その際に、他のものも調査した結果、ここだけでしたということだった

んですけども、その際の調査の対象がですね、 

0:09:53 この制御盤がもともと設工認対象でなかったものです。ものであって、

そういったものについて点検をしたということでしたが、その後です

ね、従来の設工認対象設備であっても、全般について改めて確認をした

結果、他にも同様のものがあったということで、 

0:10:09 今回補正の中で修正の方さしていただいていただいております。 
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0:10:14 で、その点検の際にはですね、従来設工認対象のものも含めて行ったん

ですけれども、やみくもにすべて同じような点検調査をするというわけ

ではなくて、 

0:10:24 これまでの設工認の申請の経緯ですね、例えば非常に不古い時期に申請

されたものと、比較的最近申請されたものでは、申請書の中での記載の

程度が違っていたり、 

0:10:37 あと弊社の中での過去から現在の運用の仕方の変遷であったり、或いは

設備ごとの用途が違ったりしますので、そういったところを分析整理し

た上で、それぞれのものに応じて、 

0:10:50 調査点検の方を行いまして、第 1 類から第 3 類すべてについて、調査を

した結果を、今回の補正申請の方に反映したものでございます。 

0:11:00 その主修正した箇所でございますけれども、このＨ－21 地域のナンバー

1 のところに、修正したページ番号と修正箇所の表番号図番号の方を示

してございますので、 

0:11:13 こちらを用いて説明の方さしていただきます。 

0:11:16 修正内容の方が、それぞれ、ある程度の分類に多様な修正というか、何

つうかね、分類ごとに分かれておりますのである程度固まりで説明させ

ていただきます。 

0:11:28 ナンバー1 の方、ページ番号を上からずらっと並んでおりますけれど

も、まず最初の 6 ページ分ですね。 

0:11:35 167 ページから 470 ページ、こちらの方、仕様表が三つと図面の方が三

つございまして、三つの設備について修正を行ってございます。 

0:11:45 ペレット搬送設備ナンバー2 の 2 ペレット被災装置のペレット検査大分

ペレット抜き取り分、あとはペレット搬送装置の浪板搬送コンベヤナン

バー2 分というものでございまして、 

0:11:57 こちらはいずれも第 5 回申請では、 

0:12:01 金属拡張と記載してあったものですけれども、今回の確認で接着系とい

うことがわかりましたのでそのような修正の方をさしていただいており

ます。 

0:12:12 続きましてその次の行ですね。 

0:12:14 1015 ページ。 

0:12:17 こちら、気体廃棄設備ナンバーワンのフィルタユニットに関するもので

ございます。 
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0:12:22 こちら、1015 ページが、仕様表で、それに対応する図面の方が 1378 ペ

ージということで、これらの 2 ページの方修正してございます。 

0:12:31 こちらの方は、1 と 2 とメートルイメージの違いがございまして、メー

トルねじで申請をしていたんですけれども、今回の点検の結果、1 度ね

じが一部使われておりますので、1 度ねじについての地域という形で修

正の方をしてございます。 

0:12:46 続いて 1016 ページから 1049 ページにある四つですね、こちら北へ設備

ナンバーワンでいずれも差圧計というもので、壁にかける経路な機器で

ございます。 

0:12:59 こちらの方が四つの仕様書がございまして、それに対応する図面の方が

ですね、 

0:13:04 1380 から 1486 ページ、こちら四つの図面ございますけども、こちらの

方修正してございます。 

0:13:11 こちらの方が、同じで、設計と記載しておりましたけれども、一部メネ

ジが使われたり金属拡張のものを使われているということで、その内容

について修正の方をしてございます。 

0:13:25 続きまして、1198 ページ。 

0:13:28 こちらの第 2 廃棄物貯蔵棟の給排気設備です。排風機とフィルタユニッ

トに関連するところで、一つの仕様表と、それに対応する図面というこ

とで、 

0:13:40 1644 ページから 1651 ページにかけての五つの図面ですね。 

0:13:46 一つの指標に幾つかの機器がまとめて書いてございますので、それに対

応する図面が五つございます。 

0:13:51 こちらの方については最初にご説明したものと同様に、金属拡張と記載

していたものですけれども実際は接着系ということで記載の方針を今回

修正しているものでございます。 

0:14:04 続きましてその次の 1862 ページ。 

0:14:10 と、1000、 

0:14:13 900 です。 

0:14:16 1907 ページ、こちら仕様表と図面でございますが、ダストモニター、排

気用モニターに関するダストモニターに関するもので、こちらの方をね

じと記載、同じ、 

0:14:26 と認識していたんですけども今回の点検の結果明示ということで、記載

のほうを修正してございます。 
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0:14:32 こちらの方については、峰Ｇ2 章が修正されたことに伴いまして、 

0:14:37 耐震計算の方の検定比が影響を受けてございますので、耐震計算書の方

も、記載のほうを見直して見直しをしてございます。 

0:14:46 そちらの方は、このナンバーのざっと並んでるページの下から二つ目で

すね、3373 ページに結果のほうを記載してございましたが、こちらの検

定比若干変わっておりますので修正の方をしてございます。 

0:14:59 その次が、1968 ページと 2146 ページでこれがもともと 8 月 23 日に説

明させていただいた、非常用発電機の制御盤に関するところでございま

す。 

0:15:12 こちらは以前説明した通りなんですけれども、こちらについては、検定

比の方が高くなっているということで、従来制御盤の耐震計算結果の記

載していなかったんですけども、今回の補正の中でそちらの結果の方を

追加してございまして、 

0:15:27 3374 ページの方、こちらの方に制御盤の検定比というものを新たに追加

してございます。 

0:15:36 設備の修正事項としては以上となっております。あと 1 点、 

0:15:41 3363 ページですね、こちらの耐震計算に関する結果を記載してるところ

ですけれども、こちらの方で、計量設備については、記載を省略すると

いう説明をしている箇所があって、 

0:15:55 その中に、主用いている教育に関する記載がございましたが、今回差圧

計でメネジが使われているということがございましたので、メネジに関

する教育についての記載というものを、今回追加してございます。 

0:16:10 以上でございまして、日 28 月 23 日にご説明した日圧制御盤以外に、重

要設備について、変更ございましたので、それに関連するところ、仕様

表図面、あとは耐震計算書で影響するところについて、 

0:16:25 今回の第 6 回補正の中で、修正の方さしていただきました。 

0:16:29 説明としては以上となります。 

0:16:38 規制庁とりあえずご説明ありがとうございました。ではただいまの説明

に対して規制庁側から何かご質問等あればお願いします。 

0:16:51 規制庁野村です。ですね、ネジからメネジに変わったところなんですけ

ど、 

0:16:57 ダストモニターに関しては再計算、アンカーの再計算をしてＯＫだって

いうところなんすけど、他のところは、 
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0:17:05 例えば、引っ張りが発生しないとかそういうことで耐震計算はやってな

いっていう、そういうことなんですかね。 

0:17:15 根井河野でございます。今回同じからメネジに変わったもので、ヒハツ

の制御盤と、ダストモニター計算結果の方を修正してございます。 

0:17:25 その他メネジが雨、メネジ時修正をしたものは、差圧計がございますけ

れども、差圧計は、多数あるんですけども、全部同じような、同じもの

でございまして、設計の方は、共通化してございました。 

0:17:41 もともとメネジというふうな記載してある、あったものもございまし

て、そのすべての差圧計をメネジで代表して評価していたものでござい

ますので、 

0:17:51 今回、もともとわかっていたもの以外にメネジになったものもございま

すが、評価としては代表して明治で行っていたということで影響がない

ということになってございます。 

0:18:03 規制庁ノムラ絵図わかりました後ですねもう 1 点ですねハーカーボルト

の許容日数なんですけど、さっき言われた 336、 

0:18:14 3 ページか、2、 

0:18:17 750 ニュートンで書いてます。これは建築設備の指針から持ってきた数

字でよろしいんですか。 

0:18:26 原燃河野でございます。ご理解の通りでございます。 

0:18:30 土岐社長の村井です。了解しました。 

0:18:32 私からは以上です。 

0:18:42 他、規制庁側からありますでしょうか。 

0:19:03 曽田半田院長です。 

0:19:06 規制庁座ですけれども、 

0:19:09 前回 8 月 23 日に面談をしてですね、そのとき説明いただいた内容でこ

ちらから指摘した内容も踏まえてですね、 

0:19:21 全体的に申請書を再度確認して補正申請がなされたという説明だったと

思います。 

0:19:28 ですので、この点は事業者の責任においてきちんとやっていただければ

いいことですので、補正していただいた内容を我々の方で確認している

というような今状況でございます。で、 

0:19:41 私の方からちょっと 1 点確認なんですけど、今回同じ目の実踏そのこと

で記載を適切に申請されているという状況なんですけれども、 
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0:19:53 その根締め年次の区別について、事業者の中で、確認としてはですね、

検査においての確認としては、どこで確認するつもりである、いるのか

というのを、 

0:20:07 ご説明いただけますでしょうか。 

0:20:13 原燃工のでございます。 

0:20:15 明治と記載したものにつきましては、外観申請書の中では、検査の方法

のところで、 

0:20:25 ちょっと待ってください。 

0:20:30 会館で確認的に不快感だってここですよね。は、 

0:20:38 要するに、ベースプレートっていうか、プレートと、 

0:20:41 これはワンちゃん。 

0:20:43 ＰＳＲ等とるもんですか。 

0:20:46 フェイストゥフェイスや、 

0:20:51 そんなことはない。その中で確認するっていうんだったら、先にする場

合や糸川管内ですけどね。 

0:21:03 ないわけですよねぜひあそこなんか牛って、廊下みたいなんで引っ張っ

たらなんか原燃工のでございます。 

0:21:12 例えば 1 例なんですけれども、今ちょっと私がめくってるところ 537 ペ

ージにあります。こちらの方に検査の方のところございまして、 

0:21:23 据付検査の中に、ボルトの径分数が各設備の仕様表の添付の通りである

ことというところがございまして、この中で、外観を見ることで、 

0:21:34 メネジ、 

0:21:36 であるかどうかというところの検査を行うということを考えている、そ

ういうふうな検査を行うと考えてございます。 

0:21:46 ビスケットいたしました。 

0:21:49 はい、ＯＫ。どうぞ、あまりしゃべり深くしない事業者に確認するって

いう、わかりました。 

0:21:58 です。 

0:21:59 宮谷氏、今、 

0:22:02 規制庁座ですけれども、事業者においてどこで確認するかっていうとこ

ろは、今ご説明いただいたところの中でですね確認されるということな

ので、 

0:22:13 きちんと確認していただければと思います。私からは以上です。 

0:22:22 あ、 
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0:22:24 あ、岡規制庁側からありますでしょうか。 

0:22:29 ウェブで炭化してる。 

0:22:32 仲野さんとか大丈夫ですか。 

0:22:36 いや、特にないです。はい、了解です。 

0:22:42 特になければ、次の議題の方に移りたいと思います。はい。 

0:22:48 規制庁内海ですけども次の議題は、こちら側から各申請者のか、内容に

ついて各条文ごとに、 

0:22:56 こちらの 2 回を申し上げますのでその内容にそごがないか。 

0:23:02 熊取側の方で担当者の方の方で確認をお願いします。 

0:23:08 渡側はそれの準備って、大丈夫でしょうか。 

0:23:13 原子燃料工業でございます。次、準備完了しております。 

0:23:17 規制庁藤岡です。ちょっと、では 4 条の委員会の方から順番に行きたい

と思います。 

0:23:25 規制庁が四町担当の人お願いします。ちょっと 1 点。 

0:23:29 すいません。 

0:23:30 これって、自動車学校は言ってあるかもしれないね。確認して、その場

答えられないっていう確認時間を要するものもあるだろうから、 

0:23:41 それで確認した上で後日でいい。 

0:23:46 言うんだよね。後でナガイときました。そこら辺は、ちょっといいです

けどすいませんちょっと始める前に、 

0:23:54 今からちょっと事実確認の方をしていただくんですけども、基本的には

その場で確認していただければと思いますが確認に時間を要するもので

すとかそういうものがあれば、 

0:24:05 メモ等しといていただいて、後日回答、ご意見が遅くならないうちに、

後で回答いただければと思いますのでよろしくお願いします。 

0:24:16 承知いたしました。 

0:24:20 規制庁の鈴木です。 

0:24:22 4 条の委員会のまず単一ユニットについて確認させてください。 

0:24:31 核燃料物質を取り扱う設備機器は、 

0:24:35 取扱所の一つの単位を単一ユニットとし、 

0:24:40 形状寸法を整理をしうるものについてはその形状先方について臨界に達

する恐れがない隔月核的制限値を設定し、 

0:24:50 それが困難な設備機器については、質量もしくは規格て潔癖計上。 

0:24:56 これは擁壁ですとか容器数、 
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0:25:00 配列等、 

0:25:01 なんですけどもそれを管理して、 

0:25:04 またはそれらのいずれかと減速条件を組み合わせて管理する。 

0:25:10 ということでよろしいでしょうか。 

0:25:19 レンシ燃料工業ウツミでございます。はい。その記載で問題ございませ

ん。 

0:25:25 ちなみに基幹的 

0:25:28 形状の 

0:25:30 容積とか、容器そうですか配列通っていた通りレートの検索個数とかが

普通に出るっていう、 

0:25:39 いうふうに理解してるんですけどもよろしいでしょうか。 

0:25:46 原子燃料工業でございます。 

0:25:49 幾何学的形状西縁の頭の中にペレットの検索個数が含まれているという

理解でよろしいですか。はい。 

0:26:06 原燃工でございます少々お待ちいただけますでしょうか。 

0:26:18 大城。 

0:26:30 あれ申請書で書いて、 

0:26:32 ちゃう。 

0:26:34 比較的、 

0:26:37 こっちで毎年、 

0:26:39 あれは見通しでしょう。 

0:26:41 こっちも集めて、 

0:26:43 一応等っていうのありますよねっていう、そこの確認はいいですかね。 

0:26:47 原子燃料工業の内海でございます。お待たせしております。 

0:26:52 ペレットの検索個数についてなんですけれどもこちらは 

0:26:59 幾何学的形状ではなくてですね、質量制限の方に含まれる。 

0:27:05 ものだと理解しております。 

0:27:09 というふうに設定しております。 

0:27:12 以上です。 

0:27:15 規制庁の都築です。ヨウキ数とカー。 

0:27:19 これは、 

0:27:21 これも質量制限ってことでしょうか。 

0:27:27 原子燃料工業ウツミでございますＩｏｋｉ数。 

0:27:30 といったものは、企画、計器計上先になります。 
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0:27:36 では比較的、形状といった場合容積ですとか容器数入れＩＩ 

0:27:43 それのみ。 

0:27:46 理解になるんでしょうか。理解でよろしいでしょうか。 

0:27:56 原子燃料工業ウツミでございます。はい今宗スズキさんがおっしゃられ

た整理としております。 

0:28:06 わかりましたありがとうございます。 

0:28:09 あと、 

0:28:14 続きまして 

0:28:17 インターロックの話なんですけども、 

0:28:22 粉末取扱機、 

0:28:24 及びセンタレス研削盤には 

0:28:28 核燃料物質の移動により質量が核的制限値を超えないようにするための

インターロックを設置していて、 

0:28:36 ちょっと現場くず、回収槽、回収装置には 

0:28:39 廃止する排水を、 

0:28:42 推定臨界下限濃度以下にするためのインターロックを設置しているって

いう。 

0:28:47 理解でよろしいでしょうか今回臨界に関する、 

0:28:52 インターロックの変更があったのはこの三つって考えてる、理解してる

んですけどよろしいでしょうか。 

0:29:02 原燃工カミムラでございます。今ご説明いただいた 3 点ですね、今回改

造するインターロックが主か。 

0:29:12 委員会の関連するインターロックとしてはご理解の通りでございます。 

0:29:17 以上です。はい。規制庁の杉です。 

0:29:20 ありがとうございます。 

0:29:23 次ですけど今度複数ユニットについて確認させていただきたいんです

が、 

0:29:29 第 2 加工棟内の複数イントについては、 

0:29:34 臨界計算コードによる評価、または立体角法により未臨界性を評価して

いて、 

0:29:40 核的に安全な位置に固定する。 

0:29:44 設計としているっていうことでよろしいでしょうか。 

0:29:48 原子燃料工業、内海でございます。はい。 

0:29:52 ステージとしております。 
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0:29:55 はい。 

0:29:56 玄海については以上です。 

0:30:00 規制庁のスズキでした。 

0:30:02 私、 

0:30:04 私、続けて 

0:30:06 路上地盤と、 

0:30:09 耐震の方続けてお願いします。 

0:30:12 規制庁野村です私から、5 条の地盤と 6 条の耐震に関して確認さしてい

ただきます。 

0:30:19 地盤に関してなんですが、二つあって、 

0:30:23 建物構築物と設備なんですが、まずですね例えば構築物なんですけど、

第 1 廃棄物貯蔵棟と第 3 廃棄物貯蔵棟はですね、 

0:30:34 Ｎ値は 50 以上の地盤に杭で支持してますと。 

0:30:40 で、発電機ポンプとは、Ｎ値が 43 以上の、 

0:30:44 地盤に直接支持していますと。 

0:30:49 で十分な支持性能を有する地盤に設置する、する設計としていると。 

0:30:55 いうことで間違いある。 

0:30:58 どうでしょうか。 

0:31:03 すいません。 

0:31:05 お願いします。 

0:31:08 名刺の合計のワラタニでございます。一応ですね設計としては許可でお

約束させていただいてる通り、杭の場合はあくまでもＮ値 30 以上のと

ころに支持させると。 

0:31:21 あと、直接基礎ですね、の場合はＮ40 以上というところでですね、 

0:31:27 実態として、多分土質柱状図の方を見ると、50 とかそういうことになる

と思うんですけれども、我々としてはそれはたまたまそのＣ層が 50 だ

っただけであって、 

0:31:39 設計のベースとしてはやっぱり 30 以上で支持させるというふうに考え

てございます。 

0:31:46 以上でございます。 

0:31:47 はい。規制庁野村です。粟田さんのおっしゃることよくわかっています

けど、ちょっとですね実際のＮ値をちゃんと考えましょうみたいな話

が、こちらの方であって、 

0:31:59 30 以上とか十条って数字はもちろん了解の上で 50 とか 43。 
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0:32:06 ということを数字をちょっと聞いてみたという次第です。 

0:32:11 それでですね二つ目のですね設備機器なんですけど、設備機器はですね

十分な支持性能を有する地盤でシールされた。 

0:32:22 建物構築物、または基礎に設置する設計としている。 

0:32:28 という表現は正しいでしょうか。 

0:32:35 原子炉工業間にございますはい前半の部分をですね、次、地盤への適合

が確認された建物にしっかり取り付けている設備が、間接的に地盤に適

合してるというお話。 

0:32:47 あと屋外に設置します設備機器等はですね、独自に単独の基礎を持って

おりその基礎は地盤に適切に適合してるということで 

0:32:58 ただいまいただいた文章でと、問題ないと考えております。以上でござ

います。 

0:33:05 規制庁野村です。そうですね屋外に直に設置するものは十分な恣意性の

流通地盤ということでこれはＮ40 以上という理解で進めております。 

0:33:16 五条に関しては地盤に関しては以上です。次は耐震の 6 条なんですが、

これは、 

0:33:23 大きく分けて 3 項目あります。 

0:33:27 ちょっと、 

0:33:36 何事も川名にも考えて上から、 

0:33:42 すみません、失礼しました、規制庁野村です。三つ最初はですね耐震重

要度の話なんですけど、ですね、対建物構築物及び設備機器は、 

0:33:54 地震の発生による当該設備機器等の安全機能は喪失した場合の、 

0:34:02 影響の程度に応じて、耐震重要度を設定している。 

0:34:07 という表現はいかがですかね。 

0:34:17 はい。根来でございます。その記載で問題なくそのように設計してござ

います。 

0:34:22 1 回あれしても、 

0:34:38 あ、はい。今見たら僕の方で言ってるんでは、今ＯＫ。はい。 

0:34:43 規制庁野村です。続けます。次は建物構築物なんですけど。 

0:34:48 えーとですね、一次設計に係る地震力は、 

0:34:53 建築基準法施行令第 88 条に規定する。 

0:34:59 地震層せん断力係数に 

0:35:02 耐震重要度分類に応じた割増係数を乗じて算定し、 
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0:35:09 常時作用している荷重に地震力を加えた荷重が作用した際に発生する各

部の応力が、 

0:35:20 鉄骨鉄筋コンクリート基準ですね、及びＲＣ基準、 

0:35:25 等に定められた許容力を下回るよう設計している、この理解はいかがで

すかね。 

0:35:35 ちょっと長いですね。 

0:35:37 はい。原子炉工業ワラタニでございます。ちょっと後で確認してすぐ回

答はさしていただきたいと思いますけれども、施行令 88 条で規定して

たのは、 

0:35:47 多分その標準宣伝力係数だったんじゃないかなと思いますので、地震層

せん断力係数がちょっとどう同じ条項の中に入ったかすぐ確認して、回

答させていただきたいと思います。 

0:36:01 それ以外は特に問題ないと考えてございます。 

0:36:04 規制庁野村ですありがとうございます。 

0:36:07 そうですね、地震相談よ層せん断ケース。うん。 

0:36:11 ちょっと先進みますね。 

0:36:13 またですね二次設計に係る水平保有水平耐力は、 

0:36:19 標準せん断力係数を 1.0 とし、 

0:36:23 耐震重要度分類に応じた割増係数を乗じた地震力として、 

0:36:32 建築基準法施行令第 82 条の 3 に定められた必要保有水平耐力を算定

し、 

0:36:42 保有水平耐力が必要保有水平耐力を上回る設計としている。 

0:36:50 この理解で正しいでしょうか。 

0:36:54 原子燃料工業ワラタニでございます。ちょっと前半でですね保有水平耐

力を水平保有耐力というふうに聞こえたんですけど、耐力そうですねは

い。はい。 

0:37:09 ずっとそれ以外は特に問題ないと考えてございます。了解しました。規

制庁の村井です。 

0:37:18 で、その次に設備機器なんですけど、これもちょっと分化して、 

0:37:22 確認を求めますが、まずですね一次設計に係る地震力として、 

0:37:28 建築基準法施行令第 88 条に規定する、 

0:37:33 地震層せん断力係数、うん。 

0:37:36 に、耐震重要度分類に応じた割増係数を乗じ、 

0:37:43 さらに 20％待ちした地震力に対し、 
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0:37:48 常時作用している荷重と地震力により、 

0:37:53 当該設備機器に発生する応力が、 

0:37:57 材料の許容力を下回る設計としている。 

0:38:02 これはいかがでしょうか。 

0:38:10 現行のでございます。その記載で問題ございませんそのように設計を行

ってございます。衛藤社長ノムラです。先ほど私がおっしゃった総せん

断力係数はちょっと私もちょっともう 1 回確認すんですけど、 

0:38:25 地震なのか、 

0:38:27 表示。何かちょっとその辺は、 

0:38:29 私もちょっと確認します。 

0:38:31 次なんですが、耐震重要度分類第一類の設備機器は、 

0:38:38 一次設計に加えて、二次設計で用いる地震力と、 

0:38:44 常時作用している荷重により、 

0:38:47 当該設備機器に生じる応力が、 

0:38:50 材料の許容応力を下回る設計とし、 

0:38:55 さらなる安全裕度向上策として、 

0:38:59 地震力 1.0Ｇに対して弾性範囲となる設計をしている。 

0:39:07 これいかがでしょうか。 

0:39:11 逸見高野でございます。特に問題ございません。 

0:39:15 はい。規制庁の尾花です。了解しました。 

0:39:18 その次なんですが、こういう振動数は、 

0:39:22 20Ｈｚ未満と評価された場合、 

0:39:25 重構造として、 

0:39:28 建築設備耐震設計施工指針 2014 年版、 

0:39:32 の局部震度法に基づく地震力を設定した上で、 

0:39:38 常時作用している荷重と地震力により、 

0:39:43 当該設備機器に発生する応力が、 

0:39:46 材料の許容力を下回る設計としている。 

0:39:52 これはいかがですかね。 

0:39:55 目黒でございます。その記載で問題ございません。はい、了解しまし

た。最後なんですが、 

0:40:02 上位の分類に属する設備機器が下位の分類に属する設備機器の破損によ

り、波及的破損を生じない設計としている。 

0:40:15 これはいかがでしょうか。 
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0:40:19 目黒でございます。 

0:40:21 その記載では特に問題ございません。 

0:40:23 規制庁野村です。私からは以上ですありがとうございました。 

0:40:28 原子炉工業荒谷でございます。よろしいでしょうか。はい。お願いしま

す。 

0:40:32 先ほど野村さんの方からありました地震層せん断力係数の方も、同じく

は施行令の 88 条第 1 項で規定されてますので、先ほどの文面は特に問

題ないと考えてございます。以上でございます。わかりました。ありが

とうございました。 

0:40:55 今日までもちゃんと事業者そう書いてるんで、 

0:41:01 規制庁ウツミですけども、続いて外部衝撃の方に行きたいと思います。 

0:41:07 外部衝撃のうち竜巻からやらしていただきます。 

0:41:12 かよ熊取がよろしいでしょうか。 

0:41:17 原子燃料工業でございます。よろしくお願いいたします。 

0:41:20 筧長です。了解です。ではまず、竜巻のＦ1 の話を、 

0:41:26 これが我々に通ってお伝えします。 

0:41:30 まず、船木につきまして、第 1 廃棄物書道等第 3 廃棄物貯蔵棟及び発電

機ポンプ棟の屋根壁及び外部扉については、 

0:41:43 設計基準において想定している藤田スケールＦ1 の竜巻、これは最大風

速 49 メーター／ｓｅｃですけど、 

0:41:50 それ以上の竜巻による風圧力による荷重 

0:41:54 気圧差による荷重、 

0:41:56 及び、プレハブ小屋ですけども、設計飛来物によって生じる衝撃荷重に

対する局部評価を行い、 

0:42:04 当該建物の屋根及び壁に発生する応力が、材料の許容力を下回る設計と

していると、理解しておりますが、この点いかがでしょうか。 

0:42:17 原子炉工業荒谷でございます。はい。特に問題ないと考えてございま

す。以上でございます。了解です。続いて藤野飛来物の話ですけども、 

0:42:31 飛来物については、外注廃棄物貯蔵棟及び第 3 廃棄物貯蔵棟の飛来物が

到達する可能性がある外部扉につきましては、 

0:42:41 外部扉の外側に鉄筋コンクリート造の岡部、または防護柵を設置するこ

とにより、 

0:42:48 飛来物が衝突しない設計としていると認識しております。表いかがでし

ょうか。 
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0:42:57 原子燃料工業ワラタニでございますそういう設計をしてございます。以

上でございます。はい。ありがとうございます。続いてＦ3 のところを

お伝えします。 

0:43:08 Ｆ3 のやつですけども、代替ｋｅＶ貯蔵棟及び第 3 廃棄物等々につきま

しては、 

0:43:15 さらなる安全裕度向上策として、藤田スケールＦ3 竜巻、これは最大風

速 92 メーター／ｓｅｃですけども、これを想定しとう竜巻による風圧

力での荷重、気圧差による荷重、 

0:43:27 それから路線バスですけども、飛来物によって生じる衝撃荷重に対して

倒壊しない設計としていると認識してます。いかがでしょうか。 

0:43:39 原子炉工業ワラタニでございます。はい保有水平耐力を上回ることを確

認してございますんで倒壊しない設計ということで、特に問題ないとご

ざ思ってございます。以上でございます。 

0:43:50 ありがとうございます。 

0:43:52 続いて竜巻の、設備費の方の話ですけども、 

0:43:56 屋外に設置する設備機器は、竜巻荷重に対する評価を行い、設備機器と

発生する応力が材料の許容力を下回る。 

0:44:06 設計としている。 

0:44:08 さらに、屋外に設置する配管につきましては、竜巻荷重による配管の各

部に発生する。 

0:44:15 例えば、竜巻荷重による配管の各部に、 

0:44:18 発生する応力が地震力により発生する応力より小さいことから、地震に

対する設計に包含される。 

0:44:25 と、認識してますいかがでしょうか。 

0:44:33 少々お待ちください。 

0:44:38 やっぱり皆、 

0:44:41 何かもう少しゆっくりしゃべった方が何か、わかりやすく、ちょっと動

いとってやさしいかな。 

0:44:51 原子燃料工業カミムラでございます。先ほどの配管の地震力での包含の

件につきましてはちょっと改めて、 

0:44:59 数字等を確認させてからのご回答とさせていただきたいと思います。お

話としては先ほどのご理解の通りでいいと思います。 

0:45:07 定量回数ではちょっと、 
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0:45:10 そこは確認しておいていただいて、先に進めたいと思いますがよろしい

ですか。 

0:45:23 原子燃料工業でございます。よろしくお願います。了解。続けて今回自

然現象として、 

0:45:31 極低温の査定出席特定をと積雪と生物学的のところの、 

0:45:36 をお伝えしたいと思います。 

0:45:43 まず屋外に設置する建物構築を不具合する建物構築物及び設備機器につ

きまして、これは許可で想定しております特定の凍結、 

0:45:53 それから積雪、それから生物学的事象に対して、 

0:45:59 加工施設の立地場所及び過去の観測記録等を踏まえまして、設備機器

が、 

0:46:05 大阪府気象台において過去に観測された最低気温－5 度、－7.5 度におい

て作動するものを選定していること。 

0:46:15 それから、建物が大阪府建築基準法施行細則に定めている 29 センチ、 

0:46:23 －、積雪に耐えること。 

0:46:26 さらに生物学的事象につきましては、気体廃棄設備の給気口にフィルタ

ーを設置し、 

0:46:32 動植物の侵入を防止することから、 

0:46:36 これらについて安全機能を損なわない設計として、 

0:46:40 1 回しており、 

0:46:42 いかがでしょうか。 

0:46:51 原子燃料工業カノメでございます。ただいまおっしゃっていただいたよ

うな整理で設計してございます。 

0:46:58 規制庁、志水ありがとうございます。 

0:47:01 それでは続けて 

0:47:04 森林火災ですね、こちらの方をお伝えしようと思います。 

0:47:08 森林火災につきましては、第 1 廃棄物貯蔵棟及び第 3 廃棄物貯蔵棟につ

きまして、 

0:47:17 これの強化で想定した南側の雑木林指導キリン及び、 

0:47:22 西側の作りについて、火災影響評価を行い、 

0:47:27 火災元から第 1 廃棄物同等及び第 3 廃棄物同等までの離隔距離が、 

0:47:33 危険距離を上回る設計としている。 

0:47:36 と理解しております。いかがでしょうか。 

0:47:41 原子燃料工業のカキノキでございます。 
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0:47:45 おっしゃっていただいた設計で間違いございません。以上です。はい。

ありがとうございます。 

0:47:52 それでは続けて近隣工場等の火災パーツのところをお伝えしたいと。 

0:48:01 近隣工場等の火災爆発につきましては、 

0:48:05 第 1 廃棄物書道等及び第 3 廃棄物貯蔵棟につきまして、 

0:48:10 これは許可で想定した敷地内外の火災爆発下。 

0:48:15 による影響評価を行い、 

0:48:17 敷地内外の火災爆発元と。 

0:48:20 第 2 廃棄物貯蔵棟及び第 3 廃棄物同等までの、 

0:48:24 離隔距離が危険距離。 

0:48:27 危険限界距離。 

0:48:29 または、高圧ガス保安法に基づく、 

0:48:32 第 1 種設備距離の 2 番以上の距離を上回る設計としていると。 

0:48:37 理解しております。いかがでしょうか。 

0:48:42 原子燃料工業のカキノキでございます。さっきおっしゃっていただいた

設計で申し訳ございません。以上です。 

0:48:51 はい。ちょっとありがとうございます。 

0:48:53 では外部衝撃の最後で、電磁的障害のところをお伝えします。 

0:49:00 電磁的障害につきましては、設備機器のインターロック回路につきまし

ては、 

0:49:06 アナログ信号点にシールドケーブルを使用し、 

0:49:11 きちっと制御盤間の信号は、 

0:49:14 メカニカルリレーを使用することにより、 

0:49:17 外部からの電磁的障害による誤作動を、 

0:49:21 誤動作を防止するよう設計している。 

0:49:25 またですね。 

0:49:26 アンテナ線、 

0:49:28 にはですね、避雷器を設置することにより、 

0:49:31 神野サージの侵入を防止する設計としている。 

0:49:35 理解しております。いかがでしょうか。 

0:49:39 現行カミムラでございます。記載の通りで、設計してございます。 

0:49:45 規制庁です。ありがとうございます。 

0:49:49 一応 

0:49:50 外部衝撃で、こちらから確認したいのは以上ですけども、 
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0:49:58 それでちょっと先に進めて、 

0:50:01 次は、 

0:50:03 不法な侵入防止ですが、これ。 

0:50:07 で、担当者は、 

0:50:10 田仲さんなんじゃ、私は、 

0:50:13 規制庁ウツミですけども、続けた 

0:50:17 第 9 条の不法侵入防止のところを確認したいと思いますが、熊取側よろ

しいでしょうか。 

0:50:26 原子燃料工業でございます。はい。よろしくお願いします。 

0:50:30 規制庁、内海遊佐様ございます。 

0:50:32 それでは方針に謀臣ところ確認させていただきますけども、 

0:50:39 不法侵入防止につきましては、本申請の中の加工施設につきまして、こ

れ許可に記載した方針等に基づきまして、 

0:50:50 建物を鉄筋コンクリート造として、 

0:50:53 その開口部は鉄扉等の試験法な障壁を設置することなどによって、 

0:51:00 この当該施設、加工施設への人の不法な侵入等を防止する設計としてい

ると。 

0:51:06 理解しておりますが、いかがでしょうか。 

0:51:12 原子燃料工業の岡田です。その記載の設計としております。 

0:51:18 規制庁ウツミありがとうございます。 

0:51:21 それでは、 

0:51:22 次十条閉じ込めの方に移りたいと思いますが、重症度、 

0:51:26 お願いします。 

0:51:28 規制庁の鈴木です。 

0:51:31 まず固体状の核燃料物質を扱う設備機器ですとか建物構築物、緊急性 3

点。 

0:51:38 次に液体状のものについて 3 点確認させてください。 

0:51:43 まず、 

0:51:44 固体状の方の一つ目なんですけども、 

0:51:48 核燃料物質及び 

0:51:50 核燃料物質を内包する容器等を取り扱いまたは貯蔵する設備機器は、 

0:51:57 取得さガイド等により、当該容器等の転倒及び落下に起因する核燃料物

質の飛散及び漏えいを、 

0:52:08 防止する設計としているという理解でよろしいでしょうか。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:52:14 根来でございます。その記載で問題ございません。 

0:52:18 ちなみに核燃料物質ってペレットですとか、その想定してました後、 

0:52:24 容器等とかっていう燃料集合体とかも、 

0:52:27 そうですね、そういう理解含むっていう理解なんですけどあと、 

0:52:32 ストッパ。 

0:52:34 とガイド等の等っていうのはいろいろ、 

0:52:37 落下防止機構いっぱいあると思うんですけども扉ですとか、機械的保持

具ですとか、 

0:52:43 設備カバー議員とか、そういういろいろあるものを、ほかにもいろいろ

あるっていう理解でよろしいでしょうか。 

0:52:52 根来でございます。その理解で問題間違いございません。そういうこと

ですね。はい。 

0:52:59 ありがとうございます。 

0:53:01 二つ目なんですけども、 

0:53:05 規制庁の都築です。 

0:53:07 粉末状の核燃料物質等を非密封で、 

0:53:12 取り扱う設備機器は、 

0:53:14 囲い式フードを設置していますということであと、 

0:53:18 囲い式フード極少。 

0:53:22 排気系統に接続していて、囲い式風洞の内部を室内に対して 9.8％光以

上の開発しています。 

0:53:30 または、開口部の原則を 0.5。 

0:53:34 メートルパーセック以上にすること。 

0:53:37 にしていて、 

0:53:39 粉末町の核燃料物質等の空気中への飛散を防止する設計としているとい

う理解でよろしいでしょうか。 

0:53:48 根来でございます。その記載で問題ございません。 

0:53:52 ちなみに原則っていうようなんですけどもこれ風速前風速というのは風

速っていうことと同義っていうことでよろしいんでしょうか。 

0:54:07 目黒でございます。 

0:54:09 意味としては風速ということで同義でございます。そうですね 

0:54:15 フードとかの流量、フードの開口部の面積で割ってやって、 

0:54:21 食堂にしている。 

0:54:22 ていう理解でよろしいでしょうか。 
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0:54:25 考え方として、 

0:54:29 というかＳＩＭＭＥＲ免職が風速、 

0:54:31 同義であるということでよろしい。はい。すいません。 

0:54:38 あとすいません。 

0:54:39 答え以上の三つ目の確認なんですけども、 

0:54:43 第 2 加工棟及び第 1 廃棄物貯蔵棟の第一種管理区域を喚起する。 

0:54:51 北井配置設備には、 

0:54:54 室内が制圧になることを防止するために 

0:54:59 ＩＫ等々の、 

0:55:01 排風。 

0:55:03 機能、運転中及びダンパー開放中に限り、 

0:55:07 休憩日当等が運転できるようにするインターロックを設置する設計とし

ていますという、 

0:55:14 古藤。 

0:55:16 よろしいでしょうか 

0:55:18 今回 

0:55:22 と事故名関係で 

0:55:26 変更があった。 

0:55:28 インターロックっていうのがダンパー開度以上仁太郎っていうことで金

今、そのて 

0:55:34 変わったダンパについての理解をお伝えしたんですけども、 

0:55:40 まず 

0:55:43 今回、 

0:55:44 変更があっての一つという、 

0:55:46 インターロックということでよろしいんでしょうか。 

0:55:57 健康カミムラでございます。ご理解の通りインターロック、今回気体廃

棄設備に関係しましては閉じ込め、あ、すいません。ダンパの開了解ガ

イド以上、 

0:56:07 インターロックのみの変更になってございます。ちょっとその部分だけ

切り取ってちょっと 

0:56:12 理解をすればご指摘、ご指摘というかご記載の通りかなというふうに考

えています。 

0:56:19 はい。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:56:21 排気系統等って今お伝えしたのは局所排気系統が含まれですとかあと 9

品と等々出したのが 

0:56:30 吸気ファンがある。 

0:56:32 第 1 排気部長沢木結城パンでだいだい加工というのが救急というふう

に、 

0:56:38 呼び方が違ってますっていう理解でよろしいんですか確認ですけど。 

0:56:44 はい。その頭のところにつきましては、ご理解の通りでございます。 

0:56:50 はい、規制庁、いえ。いや 

0:56:56 北井の方の一つ目なんですけども、 

0:56:59 液体状の核燃料物質を取り扱う設備機器は 

0:57:04 核燃料物質と等の量がなく、 

0:57:08 耐腐食性材料を使用していますという、 

0:57:11 そういう設計ですということでよろしいでしょうか。 

0:57:18 根来でございます。その記載で問題ございません。 

0:57:25 規制庁の都築です二つ目の確認、理解の確認なんですけども、 

0:57:31 液体、 

0:57:33 廃棄物を取り扱う設備機器のうち、オーバーフローする恐れがある設備

機器については警報機付のごめんなさい。警報つきの 

0:57:43 液面高検知器を設置することで 

0:57:46 事前に警報を発報する設計としているという理解でよろしいでしょう

か。 

0:57:53 逸見高野でございます。そのご理解で問題ございません。 

0:57:58 はい。 

0:58:00 規制庁の鈴木です。 

0:58:02 三つ目の確認点なんですけども、 

0:58:05 第 1 廃棄物貯蔵棟には、第 1、第一種管理区域と第二種管理区域との出

入口の扉に想定される最大の溢水高瀬、高井関を設けていて、 

0:58:18 実態上の核燃料物質等が、 

0:58:22 区域外へ漏えいすることを防止する設計としているという理解でよろし

いでしょうか。 

0:58:30 はい、原子燃料工業の藤原です。ご理解の通りで結構です。はい。議長

の 

0:58:38 これも下、追加の確認なんですけども 

0:58:41 第一種管理区域と非管理区域の間にはもう席はありませんよっていう。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:58:47 ことでよろしいです。 

0:58:49 それで、 

0:58:52 ちょっと、 

0:58:55 一週等に周到。 

0:58:59 一種、 

0:59:01 うち、 

0:59:02 一週、第 1 種の中間出入り管理のところにつきましてはですね。 

0:59:11 第 1 種側で出入り管理の若干入って一部は大事になるんですけどその間

にも堰がある。 

0:59:20 ですけど、 

0:59:21 第一種と周辺の間には、そうですね、第一次廃棄物等々につきましては

堰はないです。 

0:59:29 はい。以上です。 

0:59:31 わかりました。 

0:59:33 あと、 

0:59:35 第 2、第 2 加工棟及び第一次廃棄物書道等の液体状の核燃料物質を取り

扱う設備機器は 

0:59:46 当該設備機器閉じ込め機能が損失し喪失した場合に、漏えいの拡大防止

するために、 

0:59:53 警報つきの漏水検知器を堰内及び地下、 

0:59:59 ちょ貯層ピット内に設置していますという、そういう設計ですっていう

ことで、 

1:00:04 よろしいんでしょうか。 

1:00:06 理解してますけど、よろしいでしょうか。はい。議原子炉工業フジワラ

です。ご理解の通りで結構です。 

1:00:13 はい。 

1:00:15 十条のとじ込みについては以上です。 

1:00:28 規制庁内海です。 

1:00:30 それでは続いて、 

1:00:32 内部火災、火災の方の確認に移りたいと思います。 

1:00:39 まず火災ですけども、はじめにですね、火災区域の設定に関して確認し

たいと思います。 

1:00:49 熊取は大丈夫でしょうか。 

1:00:52 現行でございます。はい、大丈夫でございます。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 
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1:00:56 藤。はい、じゃあ規制庁ですけども、まず火災区域の設定ですけども、 

1:01:01 建物構築物にはですね、火災区域、これは火災区域を細分化した火災区

画も含むんですけども、 

1:01:10 火災区域を設定しますと、 

1:01:12 また、火災区域ごとに存在する可燃性物質量及び難燃性物質量に対する

火災影響評価を行い、 

1:01:22 等価時間に対して、 

1:01:24 火災区域境界の壁等の耐火時間が上回る、 

1:01:29 設計であると認識しております。本店いかがでしょうか。 

1:01:35 原子燃料工業のカノメでございます。 

1:01:38 はい。今おっしゃっていただいた内容に相違ございません。 

1:01:41 ありがとうございます。 

1:01:44 続いて火災区域の設定関連で貫通部の話ですけども、 

1:01:50 電気計装用ケーブルが貫通する壁にはですね、 

1:01:55 建築基準法施行令に基づく耐熱シール材等を、 

1:02:00 配管またはダクトが貫通するためには、モルタルその他の不燃性不燃材

料または耐熱シール材等を施工して、 

1:02:09 火災区域外への延焼を防止する設計としている。 

1:02:14 またですね。 

1:02:16 火災区域を貫通するダクトにはですね、 

1:02:20 Ｏ型ダンパーを設置し、 

1:02:22 火災区域間の火災の伝播を防止する設計としている。 

1:02:27 と、認識しております。いかがでしょうか。 

1:02:32 原子燃料工業のカノメでございます。今おっしゃっていただき、いただ

いた通りでございます。 

1:02:38 ちょっとありがとうございます。 

1:02:40 では続いて火災の発生防止のところの確認についてだと思います。 

1:02:46 建物を、 

1:02:48 建物構築物及び設備機器の主要な構造部ですけども、ここには鋼材等の

不燃材料を使用する設計としている。 

1:02:58 またですね、設備費のフード部につきましては、 

1:03:02 難燃材料を使用して、 

1:03:06 難燃性防犯を使用する気体廃棄設備のフィルタユニットは、 

1:03:10 コーセーのケースに収納する設計としている。 
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1:03:14 理解しておりますがいかがでしょうか。 

1:03:19 原子燃料工業ワラタニございます建物のところには、コンクリートは、

今入ってないかと思ったんですけれども、 

1:03:28 いかがでしょうか。 

1:03:37 空港。 

1:03:53 すみません、規制庁内海ですけどそうすると、ごめんなさいちょっと私

の理解が追いついてないかもしれないすけど、 

1:04:00 コンクリートが入っていないということで、 

1:04:06 あれですか、建物構築物設備の主な報道部で、鋼材等の不燃材料ってい

う、 

1:04:13 理解だと。 

1:04:15 交代等の部分も頭のところにコンクリートを、 

1:04:19 何とか入らない機能等は要らない。 

1:04:23 じゃないかっていうところのご指摘でしょうか。 

1:04:28 ＡＣＡ工業ワラタニございます今回ですね特に第 1 廃棄物貯蔵と第 3 廃

棄物貯蔵棟に関しましては、鉄筋コンクリート造で耐火構造してますん

で、 

1:04:40 ちょっと 

1:04:42 鋼材等のナカノ等にコンクリートが入っているという解釈でしたら特に

問題ないと考えてございます。はい。当院は、そこら辺も入ってるって

いう認識で、端的にまとめて幸田イトウというふうに今、 

1:04:57 まとめるとそうかなというふうに考えてるところです。 

1:05:06 現行のでございます。ちょっと正確に聞き取れていなかったかもしれな

いんですけれども、フードの材料のところで、難燃性材料に限定される

ような、 

1:05:17 に聞こえたんですけれども、フードのところは、難燃性も使いますけど

も不燃の金属のものも使いますので、その両方が、を使っているという

ふうな設計。 

1:05:29 でございます。 

1:05:30 わかりました。封筒コア何人材料だけで、フレームを使ってるってこと

で。了解です。 

1:05:45 はい規制庁清宮です。わかります。 

1:05:47 コメントありがとうご回答ありがとうございます。 
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1:05:51 では続いた同じく発生防止のところの、炉の連続焼結炉の関係をちょっ

と確認したいんですけども、 

1:06:03 連続焼結炉、焼却炉、加熱炉、それから小型雰囲気は遠藤のインターロ

ック声優系のところですけれども、 

1:06:12 これらについては、火災及び爆発の発生を防止するため、 

1:06:18 制御系の機能が喪失した場合、 

1:06:21 場合に、 

1:06:22 対象設備が安全に停止する設計となっております。理解してますがいか

がでしょうか。 

1:06:32 現行カミムラでございます。その他のが数関係ですね、インターロック

はですね、すべてフェイルセーフ何かしらその故障が、 

1:06:42 起きると、自動的に弁を緊急遮断弁の弁を閉止すると、フェイルセーフ

の設計としてございますので今の記載の内容で間違いない、問題ないか

なと思います。以上です。 

1:06:55 規制庁梅津ありがとうございます。 

1:06:57 では続いて火災の感知と消火の部分。 

1:07:01 に関するところですけども、 

1:07:04 建物構築物にはですね、消防法に基づきまして、 

1:07:10 火災管理設備、 

1:07:12 これは自動火災報知設備ですけども、 

1:07:15 火災感知設備及び消火設備、 

1:07:18 消火設備というのは、消火器、屋内消火栓、屋外消火栓、 

1:07:23 それから可搬消防ポンプを図る。 

1:07:26 つけまして、火災感知設備及び消火設備を設置する設計としています。 

1:07:34 また、連続焼結炉の制御盤につきましては、 

1:07:38 営業坂内分の電気火災の 

1:07:42 賞をするため、自動式の消火設備を設置する設計としていると、理解し

ておりますがいかがでしょうか。 

1:07:55 前半建物の部分は原子炉公共ワラタニでございます建物の部分はいそう

いう設計をしてございます。あと、 

1:08:03 坂の方で少々お待ちいただけますでしょうか。 

1:08:06 はい。 

1:08:14 少しお待ちください。 

1:08:22 あれ。 
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1:08:31 所長。 

1:08:33 或いはちょっと 1 チーム 9、 

1:08:39 家と、 

1:08:40 アミューズにしていますはい。 

1:08:43 そう、原燃工カミムラでございます。今ちょっと坂の方ですね焼結炉の

伴の方ですけど今記載の方で出てきたのが制御盤だったんですけれど

も、 

1:08:54 もうちょっと厳密にご説明させていただきますと動力盤とトランスファ

ーも含めて自動式の消火設備設置してございます。 

1:09:02 というところで、特に含まれた内容を意図されているのであれば特に問

題ないかと存じます。それとですね自動消火設備ですね、電気火災の防

止以外にもですね、 

1:09:14 電気火災の防止、基本的にはアクセスルート等を確保するために設けて

いるというふうにちょっと理解していてですね、ちょっと他の条文のと

ころで、避難通路のところですかね。 

1:09:28 ちょっとまた記載があるかどうかちょっと今の今のこの時点で、まだ理

解してないんですけれども、 

1:09:34 ちょっとそういったところの記載も、後、お話が出てきますでしょう

か。 

1:09:40 規制庁清宮です。制御盤のところでトランス盤等を含むということは了

解されております。 

1:09:47 焼結炉の方の自動火災、移動式の評価設備が、は、 

1:09:56 電気火災の延焼防止の目的というよりは、アクセスルートの確保ためっ

てことですけども、 

1:10:06 アクセスルートを確保するために、 

1:10:09 電気火災を 

1:10:11 延焼防止するため 

1:10:13 ちょっと後段の方はまた、また後でお話できると思いますがこれ、 

1:10:20 とりあえずはい、了解したの。 

1:10:23 ちなみにアクセスルート確保のための自動式消火設備ということですけ

ども、いや、やってることとしては 

1:10:33 アクセスルートの確保のために、制御盤、 

1:10:37 飯山プラズマ等内部の電気火災の延焼を防止するということをやるため

につけてるっていうところ自体は 
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1:10:47 事実誤認はないっていうところでしょうか。ちょっとそこだけ確認させ

てください。 

1:10:54 現行カミムラでございますご理解の通りで、最終的な目的はアクセスル

ートを確保するという、そのアクセスルートが阻害されるのはその電気

火災ということなので、その電気火災を防止するために自動消火設備を

設けていると。 

1:11:07 いうような整理でございます。 

1:11:10 横関規制庁で評価されて、 

1:11:13 アクセスの件はちょっとまた後段の状況の時にお話できれば、 

1:11:18 続いて火災の影響、影響軽減のところを、 

1:11:24 確認をさしていただければと思います。 

1:11:28 まずですね使用電圧が       連続焼結炉のケーブル、 

1:11:35 及び 600 ボルトを超えるケーブルにつきましては、難燃性ケーブルを使

用し、 

1:11:42 それ以外の電気計装ケーブルについては、 

1:11:45 難燃性ケーブルを使用するか。 

1:11:49 または金属箱等に収納する設計としている。 

1:11:54 と理解してますか。でいかがでしょうか。 

1:12:00 原子炉工業荒谷でございます。はいそういう設計してございます。以上

でございます。ありがとうございます。 

1:12:08 続きましては、 

1:12:12 防護盤等の話ですけども、 

1:12:16 作動湯作動油タンク周辺並びに連続焼結炉のトランスバーンあいぽー部

及び、 

1:12:23 配布等空気コンプレッサの間には、 

1:12:27 金属製のもう盤を設置することにより、 

1:12:31 電気火災発生時の火炎の拡大を防止する設計としていると理解してます

がいかがでしょうか。 

1:12:43 ネンコウのでございます。 

1:12:45 記載の通りでございます。 

1:12:48 はい。はい、了解。 

1:12:52 では続いて 

1:12:55 水素プロパンガス等の可燃性ガスを使う設備の、 

1:13:00 話をしたいと思います。 
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1:13:04 まず 1 点目ですけども、 

1:13:07 水素プロパンガス及び都市ガス、 

1:13:11 デパート水素等と言いますけども、これは水素等を取り扱う連続焼結

炉。 

1:13:17 加熱炉及び緒方雰囲気下変動につきましては、 

1:13:21 静電気が滞留しないよう設置し、 

1:13:25 帯電を防止するとともに、 

1:13:28 水素による爆発を防止するため、 

1:13:31 水素を完全に燃焼させて廃棄する。 

1:13:34 空気混入防止機構等を設置する設計としていると理解してますがいかが

でしょうか。 

1:13:44 原燃工カミムラでございます。ご理解の通りで大丈夫です。 

1:13:49 当然、ありがとうございます。 

1:13:51 続いて同じ案関連の案件ですけども、 

1:13:55 これらの水素等を使う取り扱う連続焼結炉焼却の加熱炉、それから小型

雰囲気炉ですけれども、 

1:14:04 これらにつきましては、水素等の漏えい時及び新検知時に、水素等の供

給を遮断するインターロックを設置する設計としていると理解しており

ます。 

1:14:18 原燃工カミムラでございます。記載の通りで問題ございません。 

1:14:22 規制庁というやつありがとうございます。 

1:14:25 藤河西は以上でございます。 

1:14:29 原子燃料工業ワラタニでございます。 

1:14:33 先ほどの     は、確かマスキングだったと思いますんでマスキン

グお願いいたします。ここで今回ちょっと 

1:14:43 我々の理解の中にはかなりワーキングの情報なんかも入っちゃったかも

しれないけどそれはまた破綻て、文字起こしさせる際にすべてフォーチ

ェックしますので、 

1:14:53 入れていただきます。 

1:14:55 はい承知いたしましたすみません。 

1:15:03 では続いて 12 条の溢水の方に移りたいと思います。 

1:15:11 きついですけども、火災と同じように幾つかものは、分類を分けてご説

明したいと。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:15:19 まず、溢水の回数に関する防護対象施設の選定に関する事項ですけど

も、 

1:15:28 防護対象施設として、 

1:15:31 臨界防止の観点から、ウランを取り扱う設備機器、 

1:15:36 閉じ込めの観点から、気体廃棄設備、 

1:15:40 火災爆発の発生の観点から、電気計装盤等の 

1:15:45 電気設備を、この防護対象設備施設として選定していると理解しており

ますが、いかがでしょうか。 

1:15:58 ですね。 

1:16:00 ちょっと確認しますけどす。最後の番につきましてはですね、 

1:16:05 これ確か給排気設備の維持のため、 

1:16:12 だと思う。 

1:16:15 給付設備の、 

1:16:17 運転の維持のためででして、 

1:16:22 防護設備ん直接にはですね 

1:16:25 火災の点っていうのは、入ってなかったですね。 

1:16:34 ＩＣ、すいません、水。 

1:16:42 確かそれでいい。 

1:16:49 あ、規制庁ですわかりました了解がちょっとここは、こちらでも確認さ

せていただくことになって、ありがとうござい。 

1:16:57 よろしくお願いします。 

1:17:05 今、そっちでも確認するってことになる。 

1:17:08 うちの 1 人では、こっちこちらでももう一度確認させていただきます。

はい。 

1:17:15 ではそこはちょっと確認しといていただいて。ではすいませんもし電気

計装盤は溢水時の火災爆発の観点で、例示としてふさわしくない場合は

ちょっと何か他に 

1:17:27 その観点である設備があればあわせてご紹介いただければと思いますん

で、法廷をちょっとお願いいたします 

1:17:34 はい。藤原でございます。承知しました。 

1:17:40 あそこちょっと調べていただいて、そして江藤、ちょっと先に進めたい

と思います。 

1:17:48 遠山続いて、溢水量及び水防価格の設定の話ですけども、 

1:17:55 まず溢水量につきましては、耐震重要度分類によらず、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:18:01 水を内包するすべての配管や容器が破損することを想定して、 

1:18:08 隔離弁の閉止操作等により、 

1:18:11 漏えいが停止するまでに、 

1:18:14 配管や容器の破損箇所から流出する漏水量と、 

1:18:19 隔離範囲内の系統保有水量を合算し、 

1:18:24 さらに、火災時の消火に必要な水量をいす以上に含めて、保守的に水量

を設定している。 

1:18:34 と理解しておりますいかがでしょう。 

1:18:39 6 原子炉工業フジワラでございます。 

1:18:42 その溢水量の算出のところですねちょっと 

1:18:46 地震時の溢水量と推量他社はしてるように聞こえたんですけど、それぞ

れ溢水の評価ガイドに基づく評価ではですね、 

1:18:57 事故時と地震時と火災とすべて試算通り別々でございますので、ちょっ

とその辺、ちょっと記載の方を明確にしていただければと思います。 

1:19:10 以上です。 

1:19:11 規制庁コメントありがとうございます。この辺の訳がちょっと明確にし

ておきたい。 

1:19:16 思います。はい。 

1:19:23 規制庁内海ですけどもちょっと続けさせていただきますが、 

1:19:29 同じく、 

1:19:30 溢水量及び 5 号、 

1:19:32 水防価格の設定に関連して、 

1:19:35 第 1 廃棄物貯蔵棟には、溢水防護区画を設定し、 

1:19:41 第一種管理区域と第二種管理区域、または移管陸仁の扉は、 

1:19:48 水密構造とするか。 

1:19:50 最大溢水高さより高い堰を設け、 

1:19:54 溢水の拡大を防止するよう設計している。 

1:19:58 また、 

1:20:00 溢水した水を受ける地下貯槽ピットを設けることにより、 

1:20:05 雨水も屋外への雨水の流出を防止する設計としている。 

1:20:10 と理解しております。 

1:20:14 原子燃料工業フジワラです。ご理解の通りで問題ございません。 

1:20:18 ありがとうございました。ありがとうございます。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:20:23 では続いて、溢水関連の防護対象施設に関する防護設計に関して、お伝

えしたい。 

1:20:32 まず 1 点目ですけども、第 1 廃棄物貯蔵棟の浄水配管には、地震を検知

した場合に、上水の供給を自動停止する。 

1:20:44 浄水送水用緊急遮断弁。 

1:20:47 を設置する設計としている。 

1:20:50 さらに、 

1:20:51 廉価高等の浄水及び循環冷却水系統には、 

1:20:56 浄水及び循環冷却水の供給を自動停止する、送水ポンプ、自動停止装置

を設置する設計としている。 

1:21:07 と理解しておりますいかがでしょうか。 

1:21:09 原子燃料工業フジワラです。ご理解の通りで問題ございません。 

1:21:15 規制庁で宮田ありがとうございます。 

1:21:18 では続きまして、 

1:21:20 裏を取り扱う設備機器につきましては、 

1:21:24 ウランが存在する部位を、 

1:21:27 溢水防護区画、 

1:21:29 において想定される没水より高い位置で取り扱わ設計としている。 

1:21:36 ただまた、フード部等の開口部については防水カバーを設置する設計と

している。 

1:21:44 と理解しておりますいかがでしょうか。 

1:21:51 原子燃料工業フジワラです。 

1:21:54 ご理解の通りで問題ございません。 

1:21:57 ちょっとありがとうございます。では続いて、 

1:22:00 粉末混合機の関連ですけども、粉末混合機には、 

1:22:06 粉末投入交付金で水を検知した場合に、 

1:22:10 自動で動作するプロジェクト名ベーン閉止機構を設置する。 

1:22:14 ことにより、 

1:22:16 粉末混合機の内部への水の侵入を防止する設計としている。 

1:22:22 また、 

1:22:23 火災装荷時の消火栓の侵入防止対策として、 

1:22:28 粉末投入孔にフットペタル操作によって開動作する閉じ込め弁を設置す

る設計としている。 

1:22:36 と理解しております。いかがでしょうか。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:22:42 原子燃料工業フジワラです。ご理解の通りで問題ございません。 

1:22:47 はい、ありがとうございます。 

1:22:49 では続いて 

1:22:52 発生の検知等ですけども、 

1:22:55 溢水の発生を早期に検知し、放置するために、 

1:23:00 雨水防護格内の溢水ゲーム近傍、または、溢水経路に、 

1:23:06 漏水検知器を設置する設計としており、 

1:23:10 また、 

1:23:11 溢水を検知した際に、溢水量を抑制するため、 

1:23:16 浄水及び循環冷却水の供給配管には、 

1:23:20 水用手動でへ手動で停止する、閉止弁を設置する設計としている。 

1:23:27 と理解しております。いかがでしょうか。 

1:23:30 原子燃料工業フジワラです。ご理解の通りで問題ございません。 

1:23:35 衛藤ウツミ委員ありがとうございます。 

1:23:37 最後に最後ですけども、 

1:23:41 気体廃棄設備の排風機、フィルタユニット 9 ユニット及びこれらの制御

盤につきましては、 

1:23:49 水防区画内で想定される没水水位より高い位置に設置し、 

1:23:55 内部溢水に対し、防水しないせ没水しない配置とする設計としており、 

1:24:01 またですね、裏の取扱設備に接続する。 

1:24:05 電気計装盤の同数分には、 

1:24:09 水深より高い靱性とともに、 

1:24:13 漏電遮断器を設置して、 

1:24:15 漏水による電気火災を防止するよう設計し、 

1:24:19 と生かしております。いかがでしょう。 

1:24:23 原子燃料工業フジワラでございます。ご理解の通りで問題ございませ

ん。 

1:24:28 はい。清町長ありがとうございます。 

1:24:30 それでは溢水に関しては、我々から確認事項でございますけども、先ほ

どあった、 

1:24:37 電気火災爆発の観点で計装盤の 

1:24:41 話とか、そこら辺についてはまたちょっとわかったら、 

1:24:44 こちらから声かけていただいて説明いただければと。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:24:52 はい主、今のあれ、一線のところは。はい。確認次第、お伝えしたいと

思います。はい。お願いします。 

1:25:02 では続いて、 

1:25:04 13 条、すいません、原子燃料工業カミムラでございます。先ほどちょっ

とお話させていただきました自動式消火設備のアクセスルートの件でご

ざいますけれども、 

1:25:16 すみません事業許可の方でもですね、こちらの方では、やっぱり第内部

火災の方で、 

1:25:23 整理をされているというところの整理でございましたので特に避難通路

とかですね他の条項には多分貼れないというふうに考えますので、先ほ

どの 11 条をですね、 

1:25:35 技術基準での 11 条での整理で間違いない、問題ないかなというふうに

考えます。すいません。以上です。ありがとうございます。 

1:25:51 とでは 10、 

1:25:53 13 条、安全避難通路に移りたいと思います。 

1:25:57 安全避難通路を安全に持つ。 

1:26:03 やっぱりさっきおける、 

1:26:06 規制庁富井ですけども安全避難通路を続けてやりたいと思います。 

1:26:12 安全避難通路のデッキのところですけども、 

1:26:16 大きく分けて 3 点あると思ってまして、 

1:26:20 まず一つ目ですけども、建物構築物には、 

1:26:25 容易に識別できる避難通路を設置する設計としていると理解してます。 

1:26:31 あれ、本店いかがでしょうか。 

1:26:35 原子炉工業荒谷でございますはいそういう設計してございます。 

1:26:41 で受けて 2 点目と 3 点目続けてお伝えしますけども、 

1:26:45 まず 2 点目で、建物構築物の避難通路には、 

1:26:49 外部電源系統からの電気の供給が停止した場合に備えて、 

1:26:55 非常用発電機またはバッテリから電気を供給できる非常用照明及び誘導

灯を設置する設計としている。 

1:27:06 続けて 3 点目を越してお伝えしますけども、 

1:27:10 設計基準事故が発生した場合に用いる専用電源を備えた 

1:27:15 可搬型照明を第 1 加工、同第二課講堂等に分散して設置する設計として

いる。 

1:27:23 と移管しております。本店いかがでしょうか。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:27:27 原子炉工業ワラタニでございます 1 点目は花井そういう設計してござい

ます。 

1:27:33 2 点目 3 点目ですが、可搬式の投光器ですけれども、 

1:27:40 高台に高台とか事務所系統にですね 1 台と、あと第 1 加工と第 2 加工

と、第 1 廃棄物等第 3 廃棄物を第 5 廃棄物等という形で、 

1:27:53 そちらは共通で 1 台ということにしてございます。 

1:27:59 以上でございます。 

1:28:01 規制庁でってわかります。そうすると先ほど最後にあった可搬型照明に

つきましては通常置いている分、場所は、 

1:28:10 事務棟と、 

1:28:13 どっかになるっていうこと。 

1:28:16 なんでしょうか。具体的に通常時置いてる箇所っていうのは、ちなみに

どの同等になる。 

1:28:22 でしょうか。 

1:28:24 原子燃料工業荒谷でございます。 

1:28:29 まず投光器ですけど東郷ケア敷地内に 2 台ございまして、1 台は高台、1

台は第 2 加工棟の近傍に設置してございます。あとそれ以外にですね、 

1:28:40 可搬型の照明器具というのは、準備しておりますけどそれらは、各加工

施設に適量ずつ配置というふうにしてございます。 

1:28:50 以上でございます。 

1:28:52 丁重津田わかりました。了解です。 

1:29:03 続いて 14 条安全機能を有する施設ですけどこれは鴨田さん。 

1:29:10 川村さん大丈夫ですか、これ。 

1:29:13 はい、わかりました。規制庁の河村です。 

1:29:17 それでは 17 条の安全機能を有する施設のほう確認させていただければ

と思います。 

1:29:25 こちら二つ確認させていただきたいんですけども、 

1:29:29 まず一つ目としまして建物構築物及び設備機器は、 

1:29:36 通常時及び設計基準事故時の温度、湿度、圧力及び放射線環境下におい

て、安全機能を発揮することができる設計としていると。 

1:29:48 理解しておりますがこの点、よろしいでしょうか。 

1:29:53 はい。原子量工業荒谷でございますはい。そういう設計してございま

す。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:29:59 はい。ありがとうございます。規制庁河村です。続いて 2 点目ですけど

も、 

1:30:06 建物構築物及び設備機器は、安全機能を確認するための検査または試験

及び安全機能を健全に維持するための保守または修理が可能な、 

1:30:19 空間とアクセス性を備える設計としていると。 

1:30:23 いうふうに理解しておりますがこの点、よろしいでしょうか。 

1:30:33 現行のでございます。はい。その記載で特に問題ございません。 

1:30:38 はい。ありがとうございます。 

1:30:41 十四条に関しましては以上になります。申請書中では 

1:30:50 他施設との共用等ありましたけども、 

1:30:53 そちらについては 

1:30:58 電源容量の方で見てますので、 

1:31:01 14 条の方では東京檀。 

1:31:05 クルー。 

1:31:08 こちらで述べることはないかなというふうに整理しております。私の方

からは以上になります。 

1:31:23 規制庁詰めてありがとうございました。 

1:31:33 すみません、先ほどちょっと 13 条のところ、13 条の安全避難通路のと

ころでちょっと、すみませんのための確認をさしていただければと思う

んですが、熊取は大丈夫でしょうか。 

1:31:44 原子燃料工業でございます。よろしくお願いします。以上です。 

1:31:49 先ほどのさっきの専用電源を備えた可搬型照明っていうところなんです

けど、 

1:31:54 一応我々の意図するところだと、可搬型エンジン駆動証明なんかを含

め、 

1:32:00 以外でもですねヘッドライトとか、可搬型代替の難しく言えば専用電源

をされた可搬型照明といえるかなと考えて、それらの例えば申請書で言

えば、 

1:32:13 2059 ページ、一覧表がありますけども、 

1:32:18 緊急設備可搬型照明として登録される設備、もう全体的に専用電源なり

高畑照明と、 

1:32:27 ベース。 

1:32:28 それらが設置場所としては、 
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発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:32:31 第 1 加工棟だったり第二課講堂等に分散しているというところで、一応

考えてるんですけどもそういう理解の場合は議会だと、 

1:32:43 正しいというか、 

1:32:46 事実誤認はないっていうふうな理解でよろしいでしょうか。 

1:32:51 はい原子燃料工業ワラタニでございますただいまいただきました 2006、

59 ページですね表 2 の他の 5 の別表というところ、そこに我々の設置す

るもの、記載してございますんで、 

1:33:05 そういう、1Ａ趣旨での 

1:33:09 いやそういう趣旨でしたら、はい特に問題ないと考えてございます。以

上でございます。 

1:33:14 以上です。すみませんありがとうございます。 

1:33:17 ちょっと。 

1:33:19 すいません、16 条の、 

1:33:21 半島設備の方に移りたいと思います。 

1:33:28 16 条ですけども、 

1:33:30 発電機ですけども、 

1:33:32 また 

1:33:34 今回の第 5 次新製品、 

1:33:36 おいて、 

1:33:37 診察申請されている伴豊設備。 

1:33:41 核燃料物質を搬送する粉末缶、伊佐駅、 

1:33:46 それからペレットファンラック等につきまして、ペレット保管ラックＥ

型リフター等につきましては、 

1:33:52 許可に記載した方針に基づきまして、 

1:33:56 必要な量の各電量物質を搬送する能力を有しており、 

1:34:01 動力の供給が停止した場合に、ブレーキが動作することにより、核燃料

物質を安全に放流する機能を有している設計であると理解しております

が、いかがでしょうか。 

1:34:20 羽根高野でございます。その記載で特に問題ございません。 

1:34:24 規制庁梅津ありがとうございますあとちょっとそこで、さっき、今のと

ころちょっと、念のためですけども、 

1:34:29 我々今回の申請内容は第 5 次申請の範囲で改造がある、搬送設備の例と

して、粉末缶伊佐駅、それからペレット半田って言い方リフターという

ものをちょっと考えてるんすけども、 
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1:34:41 これら二つについては今回の申請で改造があるという認識で、間違いな

いでしょう。 

1:34:49 根井河野でございます改造を行うということで間違いございません。 

1:34:53 規定上ですはい、ありがとうございます。 

1:34:56 16 条は終わりまして、 

1:35:00 続いて 18 条の警報設備等、 

1:35:05 のところに移りたいと思います。 

1:35:11 並行設備ですけども、 

1:35:18 ここでもちょっと我々の理解上もわかんない簡単にまとめておりまし

て、 

1:35:25 本申請に係る建物構築物、それから設備機器の設計におきましてはです

ね、 

1:35:32 これ教官に記載している方針等に基づいて、臨界ですとか、火災水閉じ

込め、 

1:35:40 に関する部分につきまして、 

1:35:42 警報装置、それからインターロックを設置し、する設計としていると。 

1:35:48 理解しております。 

1:35:49 が、ざっくりしてますけど、表いかがでしょうか。 

1:35:57 ネンコウカミムラでございます。その記載で問題ございません。 

1:36:01 成長全数ありがとうございます。 

1:36:04 続いては、 

1:36:07 20 条廃棄施設等 23 条換気設備を、医師職単にやりたいと思って、 

1:36:15 河村さんお願いします。 

1:36:23 はい。規制庁の河村です。 

1:36:26 続きましてそれでは 20 条の排気設備と合わせて 23 条の換気設備につい

て、確認させていただければと思います。 

1:36:38 こちらにつきまして 2 点。 

1:36:40 確認をいたします。1 点目ですけども、第 2 加工棟及び第 1 廃棄物調合

等の気体廃棄設備は、 

1:36:51 必要な廃棄及び換気能力を有し、容易に取りかえが可能なフィルタリン

グと設置する設計としているというふうに理解しておりますがこちらよ

ろしいでしょうか。 

1:37:07 原燃工カミムラでございます。はい。ご理解の設計で結構でございま

す。 
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1:37:12 はい。ありがとうございます。続いて 2 点目ですけども、 

1:37:16 こちらと、新たに設置するダンパーに関しましてですが、 

1:37:22 機械排気設備は、給排気ダクトの屋外との旧境界部に、 

1:37:29 逆流による気体廃棄物の屋外への拡散を防止するため、 

1:37:35 運転状態と連動して閉止する。 

1:37:39 閉じ込めダンパーを設置する設計としていると認識しておりますが、こ

ちらよろしいでしょうか。 

1:37:49 現行カミムラでございます。はい。後、記載の通りで問題ございませ

ん。 

1:37:55 はい。ありがとうございます。20 条と 23 条については確認事項は以上

になります。 

1:38:05 図ミスありがとうございます。 

1:38:07 では続いて、遮へいをお願いし、 

1:38:11 規制庁のスズキです。 

1:38:13 22 条の遮へいについて、 

1:38:17 確認さしてください。 

1:38:20 建物構築物の主要寸法の変更後において、 

1:38:25 通常時における加工施設からの直接線及びスカイシャイン線による周辺

監視区域境界の線量が、 

1:38:35 最大 9.7×10 のマイナス 2 乗ｍＳｖ。 

1:38:40 年当たりですね、なって、 

1:38:43 これ 

1:38:44 当然 

1:38:46 次、加工の事業変更箇所に記載した基本設計方針に基づいてるってこと

ですけども、 

1:38:52 線量告示で定める、 

1:38:55 周辺監視区域外における線量限度、1Ｂシーベルトパー年っていうのを

下回る設計としているっていう理解でよろしいでしょうか。 

1:39:05 いじれる工業フジワラです。ご理解の通りで問題ございません。 

1:39:11 はい。 

1:39:14 以上です。 

1:39:15 古木です。 

1:39:20 規制庁内海です。ありがとうございました。 

1:39:23 では残りは 20 条と 25 条ですけども、 
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1:39:29 まず 20 条の非常用発電機の部分を、 

1:39:33 やらしていただきたいと思います。 

1:39:37 あと非常用発電機につきましてはですね、 

1:39:41 今回申請にある非常用発電設備につきましては、 

1:39:46 許可の内容方針に基づきまして、 

1:39:50 新たに接続する放射線管理施設、これはモニタリングポストを考えてま

すが、 

1:39:56 それから緊急設備。 

1:39:59 これは非常用照明という同等と理解してます。 

1:40:02 これらにも、新たに接続する放射線管理設備等緊急設備の、 

1:40:08 負荷を考慮しても、十分に余裕のある発電容量を有する設計であると理

解しておりますがいかがでしょうか。 

1:40:20 高野でございます。ご理解の通りで問題ございません。 

1:40:25 規制庁、内海です。ありがとうございます。 

1:40:27 では続いて 25 条の通信連絡設備の方をやらしていただきたいと思いま

す。 

1:40:38 まず構造材の通信の話ですけども、 

1:40:42 設計基準事故が発生した場合において、工場等内の人に対して必要な指

示を行うため、 

1:40:50 多様性を確保した所内通信連絡設備、 

1:40:54 これは放送設備、電話交換機、所内携帯電話等と考えてますが、この所

内通信連絡設備を設置する設計としている。 

1:41:04 と理解してます。 

1:41:06 また続けますけども、同じく設計基準事故が発生した場合において、 

1:41:12 加工施設外の必要な場所と通信連絡ができるよう、 

1:41:17 多様性を確保した障害通信連絡設備。 

1:41:21 これはファクシミリ携帯電話、衛星携帯電話、緊急時有線電話等と考え

てますが、 

1:41:30 この多様性を確保した障害の通信連絡設備を、 

1:41:34 緊急対策本部法案等及び事務棟に設置する設計としている、理解してま

すがいかがでしょう。 

1:41:47 原子燃料工業荒谷でございます。今、ただいまのはい。お話いただいた

設計をしてございます。以上でございます。 

1:41:55 はい規制庁全員ありがとうございます。 
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1:41:59 規制庁魚住ですけども一通り条文は、状況ごとに、こちらの理解を伝え

確認したところですけども、 

1:42:07 衛藤千葉後で、 

1:42:09 こっちら調べるところだったところについて、お伺いしたいんですけど

も。 

1:42:15 まず 

1:42:18 外部事象、旧八条のところの竜巻の屋外 

1:42:24 じゃなくての配管の各部に発達が、地震 2、 

1:42:28 に対する責任放管されるってところの、 

1:42:31 話ですけども、この辺でご確認の状況いかがでしょうか。 

1:42:38 連絡をカミムラでございます。ご指摘のところの確認取れました。 

1:42:43 えっとですねこれはまず先に結論から言いますと包含はできるような関

係にはなってございません。これ菅。 

1:42:51 伴の形とかですにもよるんですけれども比較的軽いものほど、 

1:42:55 建物っていうかね径が小さいものほど、 

1:42:58 立間キーの風圧力のほうが厳しくなる傾向にあるということと、あと耐

震重要度分類の一類 2 類 3 類でございますけれども、風圧力竜巻の方は

耐震重要度分類関係ございませんので、 

1:43:12 第 3 類になれば、下地震力の方、想定がですね低くなればなるほど風圧

力の方が厳しくなるようなそういった傾向がございますので、必ずしも

包含できるというような格好にはなってございません。 

1:43:26 設工認の申請書上ではですね、附属書類の方ですね田崎の評価の基本方

針書の方でですね、配管に関しては、風圧力での標準支持間隔等です

ね、そういった 

1:43:40 許容支持間隔というものを記載して地震力と両方成立するような支持間

隔で設置するというような方針と、設計としてございます。 

1:43:51 以上でございます。 

1:43:53 規制庁清さんは市岡伊佐の竜巻地震に対する接近保管されたのは、と言

えないということで、了解です。 

1:44:06 原子燃料工業フジワラです。あとあれですかね溢水の防護対象設備、 

1:44:12 の、 

1:44:14 ですけどよろしいでしょうか。どうぞお願いします。 

1:44:17 溢水のですね防護対象設備はですね、基本方針 1 の基本方針書 3642 ペ

ージですね。 
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1:44:30 こちらにですね、許可、 

1:44:33 の表をそのまま、 

1:44:36 ございますが、表 1 にですね、防護対象設備というのがございます。 

1:44:41 ここにはですね浦を取り扱う設備と、あと、連続焼結炉、これは徳田市

で、あと気体廃棄設備、これらの強いものがですね、防護対象設備にな

っておりまして、 

1:44:55 真子 0 につきましてはですね、 

1:45:01 等ですね、ちょっと待ってください。 

1:45:05 これらにつきましてはですね 

1:45:08 その番とか、そういったものもですね、今の設備内に含まれるというこ

とでですね。 

1:45:18 どこでしたっけその 3641 ページにですね、 

1:45:25 例えば焼結炉の機能維持ということではですね電気計装盤もですね含む

というように、なぜ 641 の閉じ込め 

1:45:33 のところにも記載しておりまして、気体廃棄設備についても一緒です

ね。 

1:45:37 そういった形、書いております。 

1:45:39 だから坂につきましてはですね、これらの二つの設備についてはです

ね、防護対象設備という位置付けになりますが、 

1:45:49 先ほどおっしゃられたようなですね、 

1:45:52 電気火災という観点でいきますとですね、 

1:45:56 それは水の中の一般的な対策事項ということでですね。 

1:46:02 こちらも一応、基本方針書の方には記載してですねそれが反映されてい

るところなんですが、例えばですね、 

1:46:13 3600、 

1:46:17 修正 3666 ページ基本方針書のこっちにですね、電気火災の発生防止と

いうことで、これは防護 

1:46:28 対象設備とは別にですね、一般的な対策という、いう形で記載している

ものでございます。 

1:46:35 だから坂に対しましてはですね、 

1:46:40 防護対象設備の盤とですね、そうでない盤が存在してて対策としては結

局一緒のような形になるんですが、ちょっと位置付けは変わってくると

ころでございます。 

1:46:52 以上です。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:46:57 規制庁ですよ。はい。防護対象設備てバーが対象になってるのは、連続

焼結炉と、はい。 

1:47:07 のもののみということで、了解ですわかりましたありがとうございま

す。 

1:47:21 原子燃料工業のカノメでございます。ちょっとよろしいでしょうか。大

丈夫です。 

1:47:28 はい。 

1:47:29 ただいまいろいろ動向ごとにご確認いただいたと思うんですけれども、

例えば例えばといいますか、19 条、放射線管理施設、 

1:47:38 等については何か確認事項等ございますでしょうか。すいません今回

我々が確認事項をお伝えしていない条文、今ご紹介ありました放射線交

換とかそうですけども、そこにつきましては、 

1:47:56 江藤家結論からの確認が不要でして、 

1:48:01 何ていうか新規性前とあんまり要求も変わってなかったり工事が発生し

ない部分につきましては関連確認不要という形で整理してますので、す

いません、ちょっとそれでよかったんすけど 

1:48:12 今回押さえ、1 階上部につきましては菅確認事項はなしということで、 

1:48:16 よろしくお願いします。 

1:48:20 ゲンデンコウカノメでございます。失礼いたしました 

1:48:23 理解いたしました。ありがとうございました。 

1:48:30 症状待ちだけだと。 

1:48:39 90 

1:48:42 あれはもういい。 

1:48:44 こっちの話。 

1:48:45 そっちの火災の方が主。 

1:48:48 内田さん、おそらく尾川も調べて、浅井さん。 

1:48:52 じゃ、じゃあごめんなさい、赤瀬一穂これ自身はやっぱりその通りなん

で、 

1:48:59 だから一緒事なんで、今まで文章分けた方がちゃんとしたときに、何か

いいものがガチャンの仕方だと、確かに 

1:49:10 全部対象なっちゃう、達しているように読めるよね。 

1:49:15 だー 

1:49:16 にするんだろうなあとは思ったけどね 2 分にしたんだよね。それで、は

い。 
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1:49:23 ちょっとここは修文すればあれですね溢水量で、僕は設計の溢水量の想

定の方、やり方のところガイドと違って、今は全部赤字で見えるけどっ

ていうところはちょっとそこは、 

1:49:36 前の文章を収蔵すればいいかなって、 

1:49:39 僕も思ったけど今ので、 

1:49:43 やっぱ無理かなっていうので、コーナン何回か読み直したんでさらに、 

1:49:48 含めてっていう含めてって言っちゃってるから、 

1:49:53 うちを含めてだと、さらに含めると、合算したものに対して金含めて読

めちゃうんだっていう、 

1:50:00 もう 

1:50:04 含めれば、溢水量についても、とかなんか、そういう言い回しにすれば

いいかなとは、 

1:50:11 1 回手紙なんかいろいろ書いて、 

1:50:17 そうだね。 

1:50:19 ついても、粗相だね。もともと基本方針に基づいて保守的に設定してい

るみたいな文章だよね。単品にしてたんだよね。 

1:50:30 だからくっつけるっていう話だと、何か含めて劣って、何かこう合算さ

れないようなイメージにしてくれりゃいいだけの話だよね。 

1:50:40 ただ上の大場対象施設施設設定すけど、これは電気屋側の場合に、連続

焼結炉等ってつければ終わりかなって。 

1:50:49 会長が連続測定する機械のみが、 

1:50:52 うん。 

1:50:53 方を学会等でまとめちゃえば、 

1:50:56 電気計装盤の前に、2 連続焼結炉等の、それをつけないと、幅広く読め

るからやったことです。 

1:51:06 これを対象が連続焼結機械の機械の電気ヨーロッパのみ。 

1:51:18 すいません。水冷その隔離弁というここ言葉が、①なんですけども、隔

離前っていうのは、申請書でひっかからない。 

1:51:27 何か、どっちが違うところでしたっけ。 

1:51:31 隔離弁という言葉の、 

1:51:34 申請書の中全体検索しても、 

1:51:37 これは書いてましたっけ。ごめんなさい。丸井。 

1:51:40 （2）の①ですね。 

1:51:44 2 行目、各自の閉止操作、 
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1:51:49 何か違う言葉なのかなと。 

1:51:56 目が閉まるのは、玉掛けところから聞かないで燃取の使い方の問題で、 

1:52:03 弁が閉まるので 100％そうなんすけど、それが隔離弁だとか何とかって

いうところで多分、 

1:52:08 多分いろいろあった年間に、この辺は簡略化して管理課がいる。 

1:52:14 緊急遮断弁の話です。 

1:52:17 閉める。 

1:52:19 指導弊社としては始まれば、流れてるものが系統残ってるものだけにな

るから、それが流れ切って提示するまでとか、 

1:52:29 一般、一般用語として隔離弁という言い方にしたのかなと思うんすけど

ちょっと伺いたい。 

1:52:36 何かちょっと微妙に違う。 

1:52:43 だけ言っても、上川大丈夫。 

1:52:46 これ 4 時からそうなって、 

1:52:49 じゃ、ご覧。 

1:52:51 持ってきてあげる。なるほど。 

1:52:56 んな、書いてないんじゃないかといいんですけども、 

1:53:03 過去のやつは存続して、 

1:53:09 休日、バックワード生きてない。 

1:53:15 緊急遮断 

1:53:18 勇者だ。 

1:53:21 医者べ。 

1:53:25 ちょっと隔離弁はこちらで調べればいいか。そうですね。 

1:53:30 辨野 100％。 

1:53:39 とりあえず、 

1:53:42 ｉＰｈｏｎｅで、 

1:53:43 形かなと課題の方でちょこちょこ、 

1:53:47 コメントいただきましたフード部は、難燃性に不燃性もありますので、

頭をつけた 

1:53:53 連続ショップの 4 番の自動火災消火設備は、制御盤。 

1:53:57 でもいいか。 

1:54:00 ここは、 

1:54:04 この 

1:54:06 改新って何かありましたっけ、アイシンわーない。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:54:12 問題じゃない。 

1:54:20 全体通してですね。 

1:54:24 こういう影響計、 

1:54:26 軽減って     っていう非解消。 

1:54:30 で、審査書、 

1:54:32 以上。 

1:54:35 松倉。 

1:54:37 審査書、審査書 

1:54:41 今日、 

1:54:43 そう。 

1:54:49 許可で定める値、 

1:54:51 これ。 

1:54:56 ドナーカードってでも負けないだっけ。 

1:55:03 ちょっと確認してます。 

1:55:05 で取り組むっていうか、ない。 

1:55:11 本間図を出したんだよね。 

1:55:16 その時に 600 は大丈夫。 

1:55:19 わかんない。ちょっと申請者の勾配は見ないと。水井。 

1:55:26       

1:55:30 そうです。 

1:55:31 連続焼結炉に早くと。 

1:55:34 とかメガフロートとか連絡でやってこうだ。 

1:55:37 でも普通は 600 ものなんすけど、連続焼結だけｓｈａｌｌにやる事じゃ

ない。 

1:55:42 やりますよ。 

1:55:44 以上超える、 

1:55:48 聞いたところ、微妙じゃないんじゃないんだ。 

1:55:52 だけど多分    幾つ。 

1:55:58 と思いましたら、 

1:56:06 それで今事業者にはあったんですけど、何かな、なければ、 

1:56:10 なければいいんじゃない最後に、今急いで確認してもらってるけれど

も、今一度多分録音してるだろうから、何かあれば、きちんと確認して

いただいて、 

1:56:22 んであれば、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:56:28 うん。 

1:56:30 規制庁梅澤さんを渡しましたまずちょっと規制庁側で何か確認事項ある

人、リモートの方も含めていらっしゃいますか。 

1:56:40 あればご発言お願いします。 

1:56:46 ありません。はい。了解です。はい。特にね、本庁が求めない、ござい

ませんので、 

1:56:54 ございませんが、 

1:56:58 規制庁内海ですけども先ほど我々が伝えた確認事項につきまして、何か

事業者側でこの後、気づきとか、 

1:57:07 何か実は間違ってましたみたいな話があれば、 

1:57:12 時間を置かず我々には電話等でご連絡いただければと思いますんで、す

いませんがよろしくお願い 

1:57:22 原子燃料工業でございます。承知いたしました。 

1:57:25 はい。金城清宮区では、 

1:57:29 成長側からも特段ございませんが、何か事業者側から 

1:57:33 伝えること等ございますでしょうか。 

1:57:39 原子燃料工業でございます。事業者側からも特にございません。 

1:57:43 規制庁、内海です。 

1:57:46 では、これで本日の面談を終了したいと思います。本日はありがとうご

ざいました。 

1:57:52 ありがとうございました。 

 


